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5千m2のキャンパスでは、学部生と大学院生を合わせて
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段
階
的
に
専
門
性
を
高
め
る

１
学
科
４
分
野
９
ユ
ニ
ッ
ト

　

周
辺
に
４
つ
の
国
立
公
園
が
広
が
る
雄

大
な
自
然
環
境
の
も
と
、「
自
然
と
調
和

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
」
を
テ
ー
マ

に
、「
人
を
育
て
、
科
学
技
術
を
広
め
、

地
域
に
輝
き
、
未
来
を
拓
く
」
と
い
う
理

念
を
掲
げ
る
北
見
工
業
大
学
。
現
在
は
工

学
部
に
地
球
環
境
工
学
科
と
地
域
未
来
デ

ザ
イ
ン
工
学
科
を
持
つ
１
学
部
２
学
科
体

制
で
す
が
、
２
０
２
６
年
４
月
に
は
「
１

学
科
複
数
分
野
制
」
へ
と
改
組
さ
れ
ま
す
。

　

改
組
後
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
認
定
を

受
け
た
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
１
年
次
の

「
全
学
共
通
基
礎
教
育
科
目
」
に
位
置
づ

け
て
必
修
化
。
工
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
知
見
を
駆
使
し
て
社
会
課
題
を
解
決

に
導
く
人
材
育
成
に
重
き
が
置
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
年
次
以
降
の
専
門
的
な
学
び
に

移
行
す
る
た
め
の
導
入
科
目
も
幅
広
く
設

け
ら
れ
る
ほ
か
、
工
学
技
術
者
に
求
め
ら

れ
る
倫
理
観
な
ど
も
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

科
目
群
」
で
身
に
つ
け
ま
す
。
２
年
次
に

な
る
と
、
４
つ
の
専
門
分
野
か
ら
一
つ
を

選
択
。「
専
門
分
野
コ
ア
科
目
」
で
興

ニ
ッ
ト
」
で
は
、
次
世
代
型
の
蓄
電
シ
ス

テ
ム
や
半
導
体
技
術
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
技
術
を
磨
き
ま
す
。

　
「
社
会
基
盤
・
環
境
分
野
」
で
は
、

人
々
の
安
全
・
安
心
・
快
適
な
生
活
を
支

え
る
社
会
基
盤
の
整
備
や
防
災
・
減
災
の

ほ
か
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
自

然
環
境
の
保
全
や
気
候
変
動
対
策
な
ど
が

テ
ー
マ
。
３
年
次
か
ら
の
「
環
境
防
災
・

イ
ン
フ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
や
環
境
保
護
・
保
全
、
防
災
・
減
災
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、「
雪
氷
理

工
学
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
は
、
雪
氷
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ
や
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
な

ど
に
関
す
る
技
術
力
を
高
め
、
積
雪
寒
冷

地
で
あ
る
北
海
道
な
ら
で
は
の
気
象
災
害

対
策
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
「
応
用
化
学
・
生
物
分
野
」
で
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
新
素
材
開
発
や
、

医
療
に
貢
献
す
る
新
素
材
開
発
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
を
支
え
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や

材
料
技
術
の
開
発
を
は
じ
め
、
物
質
化
学

や
材
料
工
学
、
生
命
化
学
、
食
品
工
学
、

食
品
科
学
の
応
用
な
ど
を
想
定
。
３
年
次

か
ら
の
「
マ
テ
リ
ア
ル
・
半
導
体
ユ
ニ
ッ

ト
」
で
は
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
グ

リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
技
術
を
駆
使
し
た

味
・
関
心
に
応
じ
た
知
識
を
修
得
し
、
各

分
野
の
専
門
人
材
に
成
長
す
る
た
め
の
土

台
を
形
成
し
ま
す
。
３
年
次
に
な
る
と
、

主
に
分
野
別
に
設
け
ら
れ
た
合
計
９
つ
の

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
一
つ
を
選
択
し
、
先
進
的

な
「
ユ
ニ
ッ
ト
発
展
科
目
」
を
履
修
。
専

門
性
を
高
め
、
４
年
次
か
ら
所
属
す
る
研

究
室
で
の
卒
業
研
究
に
つ
な
げ
ま
す
。

専
門
的
か
つ
実
践
的
な

問
題
解
決
能
力
を
磨
く

　

２
年
次
に
選
択
で
き
る
１
分
野
目
は

「
情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
」。
高
度

情
報
通
信
社
会
を
支
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

や
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
通
信
技
術
な
ど
を
扱

い
、
３
年
次
か
ら
は
「
情
報
工
学
・
宇
宙

理
学
ユ
ニ
ッ
ト
」
に
移
行
。
銀
河
天
文
学

や
音
響
工
学
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
な
ど
、
興
味
に
応
じ

て
専
門
的
な
学
び
に
臨
み
ま
す
。

　
「
機
械
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
」
で
は
、

設
計
生
産
シ
ス
テ
ム
や
知
能
・
生
体
シ
ス

テ
ム
、
熱
・
流
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
各

分
野
の
発
展
と
融
合
に
よ
る
機
械
シ
ス
テ

ム
の
高
度
化
や
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
な
ど
が
テ
ー
マ
。「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
電
力
シ
ス
テ
ム
」「
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
蓄
電
材
料
」「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
半
導
体
」
と
い
っ
た
異
分
野
の
知

識
を
統
合
し
、
複
雑
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

に
お
け
る
問
題
解
決
能
力
を
養
い
ま
す
。

３
年
次
か
ら
の
「
機
械
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ
ッ

ト
」
で
は
、
自
動
車
や
船
舶
、
航
空
機
な

ど
の
産
業
を
中
心
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や

機
械
設
計
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
関
連
の

技
術
を
磨
き
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
ユ

（1） 北海道国立大学機構
　正式名称は、国立大学法人北海道国立大学機
構。北見工業大学、小樽商科大学、帯広畜産大
学の３つの国立大学法人の統合によって設置。
2018年の基本合意の後、2022年４月１日に正
式に発足した。

（2） 大学院改革
　博士前期課程では2023年４月に「マネジメン
ト工学プログラム」が新設され、従来からの

「機械電気工学プログラム」「応用化学プログラ
ム」「社会環境工学プログラム」「情報通信工学
プログラム」と合わせて１専攻（工学専攻）５
専修プログラムへと改組された。

（3） 大学院科目先行履修
　４年次後期から博士前期課程で開講されてい
る「専修プログラム専門科目」を履修可能。修
士論文の執筆に向けた指導も受けられる。

（4） ものづくり工房
　３Dプリンターや高速旋盤、卓上精密旋盤、
卓上フライス盤、卓上ボール盤、コンターマシ
ン、ブラストマシンなどが揃い、研究活動のほ
か、サークル活動などで利用することも可能。
経験豊富な技術職員も常駐する。

医
療
材
料
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
材
料
の

開
発
な
ど
に
挑
戦
し
、「
生
命
化
学
・
食

品
科
学
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
は
、
有
機
化
学
や

植
物
科
学
、
食
品
科
学
分
野
の
知
見
を
生

か
す
技
術
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
年
次
か
ら
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
教

育
で
は
、
２
年
次
に
選
択
し
た
分
野
を
問

わ
な
い
２
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
も
設
置
さ
れ
ま

す
。「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
」

で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

技
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
、
言
語
処
理
技
術

な
ど
の
社
会
実
装
に
向
け
た
実
践
力
を
育

み
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
工
学
ユ
ニ
ッ
ト
」

で
は
、
社
会
連
携
や
地
方
創
生
と
い
っ
た

文
理
融
合
型
の
テ
ー
マ
に
挑
戦
で
き
、
学

生
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

学
部
の
段
階
で
大
学
院
の

高
度
な
学
び
に
触
れ
ら
れ
る

　

専
門
的
な
学
び
の
成
果
を
実
社
会
で
の

活
躍
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
北
見
工
業
大

学
で
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
も
充
実
。
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
進
路

選
択
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
、
就
職
担
当
教
員

に
よ
る
個
別
の
就
職
相
談
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、

２
０
２
５
年
３
月
に
卒
業
し
た
学

部
生
の
就
職
決
定
率
は
１
０
０
％

を
記
録
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
学
院
博
士
前
期
課
程

へ
の
進
学
率
は
、
例
年
工
学
部
の

全
国
平
均
を
上
回
る
40
％
強
。
修

了
後
は
高
度
な
専
門
性
を
備
え
た

人
材
と
し
て
研
究
職
の
第
一
線
へ

と
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
年

は
大
学
院
改
革
  （2）

も
進
め
ら
れ
、

博
士
前
期
課
程
で
は
２
０
２
６
年
度
に

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

新
設
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
学
部
３
年
次

の
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
」
が
、

２
年
次
の
分
野
を
問
わ
ず
選
択
可
能
な
こ

と
と
同
様
に
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
学
部
で

の
専
門
分
野
に
か
か
わ
ら
ず
進
学
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
学
内
に
は
「
地
域
循
環
共
生
研

究
推
進
セ
ン
タ
ー
」「
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
科

学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
」「
オ
ホ
ー
ツ
ク

農
林
水
産
工
学
連
携
研
究
推
進
セ
ン

タ
ー
」「
地
域
と
歩
む
防
災
研
究
セ
ン

タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
知
見
を
大
学
院
で
の
研
究
に
生
か

す
こ
と
で
、
専
門
性
の
向
上
が
期
待
で
き

ま
す
。
し
か
も
、
学
部
生
で
も
４
年
次
に

大
学
院
科
目
の
先
行
履
修
  （3）

が
可
能
で
あ

り
、
高
い
学
修
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

向
学
心
と
好
奇
心
に
応
え
る

入
試
制
度
と
学
内
環
境

　

北
見
工
業
大
学
の
入
試
で
は
、
一
般
選

抜
の
前
期
・
後
期
や
、
学
校
推
薦
型
選
抜

が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
特
徴
的
な
の
は
総

合
型
選
抜
。「
第
一
次
産
業
振
興
枠
」
は
、

農
業
や
林
業
、
水
産
業
な
ど
、
第
一
次
産

業
が
抱
え
る
課
題
を
工
学
技
術
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
視
点
で
解
決
し
、
産
業
の
活
性

化
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
も
の
。

「
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
枠
」
は
、
カ
ー
リ
ン
グ

と
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
に
お
け
る
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
の
競
技
力
向
上
や
、
指
導

者
・
研
究
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
学
生
が
対
象
。
在
学
中
は
積
雪
寒

冷
地
に
お
け
る
健
康
維
持
・
増
進
や
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
た
め
に
新

た
な
産
業
を
生
み
出
す
力
も
養
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ユ
ニ
ッ
ト
確
定
枠
」
は
、
３

年
次
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
入
学
時
に
確
定
さ
せ
、

集
中
的
か
つ
効
果
的
に
専
門
知
識
や
技
術

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
選
抜
枠
。
学
び
た

い
内
容
や
将
来
像
が
明
確
な
受
験
生
が
主

な
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
「
ユ
ニ
ッ
ト
確
定
枠
」
で
は

「
女
子
特
別
枠
」
も
設
定
。
北
見
工
業
大

学
で
は
、
２
０
２
１
年
に
12
・
５
％
だ
っ

た
女
子
志
願
者
が
、
２
０
２
３
年
に
14
・

７
％
、
２
０
２
５
年
に
15
・
７
％
と
右
肩

上
が
り
で
推
移
し
て
お
り
、
入
学
後
に
宇

宙
開
発
サ
ー
ク
ル
や
ロ
ボ
コ
ン
チ
ー
ム
、

環
境
保
全
の
学
生
団
体
な
ど
で
活
動
す
る

学
生
も
い
ま
す
。
学
生
約
５
名
に
対
し
て

教
員
１
名
を
個
別
担
任
と
し
、
学
業
面
か

ら
生
活
面
ま
で
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
校
風
も
魅
力
で
あ
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
男
子
寮
と
女
子
寮
も
完

備
。
学
生
同
士
の
交
流
に
利
用
で
き
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ト
リ
ウ
ム
」

や
、
学
生
が
誰
で
も
利
用
で
き
る
工
作
施

設
「
も
の
づ
く
り
工
房
  （4）

」
な
ど
、
充
実

の
環
境
が
学
生
を
支
え
て
い
ま
す
。 

自
然
と
調
和
す
る
技
術
開
発
で
未
来
を
拓
く
。

〝
最
先
端
〟を
学
べ
る〝
最
北
端
〟の
国
立
大
学
は

先
進
工
学
科
の
「
１
学
科
複
数
分
野
制
」
に

北見工業大学

037 卓越する大学 北見工業大学 036


